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寄附講座の取り組み 

                       2018 年 2 月 5 日（月）  

株式会社イシイ 竹内正博 

 

(1)寄附講座の経過概要 

今年は寄附講座開設 10 年目になる。世界の流れもあり、家畜福祉学（アニマルウェルフ

ェア=AW）の寄附講座が長年続いていることに、佐藤教授、教員、支援企業の皆様のお陰

と感謝している。この機会に、講座の概要計画と業績の資料を加えて、筆者が関係した活

動を中心に、寄附講座の総括をとりまとめた。 

2008 年 10 月に東北大学大学院寄附講座は株式会社イシイ単独支援から始まったが、 

2011 年 4 月から数社の支援企業から成る協同寄附講座が発展的に再スタートした。また、

2015 年 3 月に佐藤教授が定年退職をする時、東北大学大学院での協同寄附講座は終了して、

帝京科学大学での協同寄附講座がスタートして現在も続いている。以下、長くなるが、期

間毎に寄附講座での筆者の活動を中心に報告したい。 

 

(2)東北大学大学院農学研究科家畜福祉学(イシイ)寄附講座(2008 年 10 月~2011 年 3 月） 

2008 年 10 月 1 日に設立した東北大学大学院農学研究科家畜福祉学（イシイ）寄附講座

を説明したい。 

寄附講座への取り組み理由は、農業と動物福祉の研究会で最初から一緒だった佐藤先生

の次の意見に共感したことによる。筆者も設立当時から世話役である「農業と動物福祉の

研究会（2002 年設立）」（Japan Farm Animal Welfare Initiative＝JFAWI） （代表者

松木洋一日本獣医生命科学大学名誉教授）は、9 団体（HSUS、WSPA、CWF 等）から成

る国際動物福祉団体連合（ICFAW）のメンバーでもあった。NGO の ICFAW は内外で会

議参加とシンポジウム開催等を通して OIE 等の動物福祉政策実現に協力してきた。研究会

は役割を終えて解散したが、2014 年に設立された「北海道・農業と動物福祉の研究

会」が一般社団法人  アニマルウェルフェア畜産協会（代表理事 瀬尾  哲也）

として 2016 年 5 月 13 日に法人化され、AW に関する調査・研究、関係機関へ

の提案、AW 畜産製品の販売支援などを進めている。  

2007 年 10 月 28 日メールで、先生は「動物福祉産品は、近々世界流通します。大学での

認知度も低いものです。この状況の打破なくして、日本の動物福祉畜産の進展はありえま

せん。世界に牛耳られる可能性大です。有機農産物の二の舞です。動物福祉を専門とする

研究室が必要です。」筆者は、国内の家畜動物福祉基準は世界基準を後でコピーしたような

有機畜産物の二の舞にしたくないと思っている。さらに、過去の協会・検討会・研究会、

執筆活動、講演と講義を振り返りながら、新しい技術と新しい学問としての「肉用鶏 AW」

が根本的な高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の対策になることを期待した。 

もう一つの理由は、徳島県の経営者からのアドバイスにもある。経営者とは日亜化学工
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業㈱（徳島に本社を持つ青色 LED のほか各種蛍光体・ダイオード・半導体レーザなどを製

造する化学会社）の小川英治社長である。2007 年に寄附講座について相談した時に、「私も

数校に寄附しているが、特定分野研究にける大学寄附講座要請はそう頻繁にあるものでは

ないので、長期的人材育成投資と研究開発投資として寄附されてはどうですか」と筆者の

背中を押してくれた人でもある。 

日本農業新聞（新聞 1）で報道されたように、日本で初めての家畜福祉学講座が 2008 年

10 月に開設された。11 月 15 日に東北大学川渡共同セミナーセンターで開催された家畜福

祉学（イシイ）寄附講座開設記念講演会（写真 1）で、筆者は下記の要旨で寄附講座への期

待と題して講演を行った。家畜福祉学（イシイ）寄附講座は 2009 年 3 月 24 日に仙台で「安

全・安心な食卓は健全な飼い方から－アニアルウェルフェアを考える」と題して、3 月 29

日に東京で「世界が動く－アニマルウェルフェア畜産への改革」と題してシンポジウムを

共催した。さらに、講座共催の平成 21 年度アニマルウェルフェア普及啓発セミナー（連絡

先：社団法人畜産技術協会）が、11 月 26 日に仙台で、12 月 19 日に東京で開催された。 

 

新聞 1：日本農業新聞(2008 年 11 月 16 日(日曜日)) 

           

 

『寄附講座への期待、家畜福祉に対する生産者からの視点』   

（なぜ寄附講座か（有機農産物の二の舞を防ぐ ）） 

佐藤先生から 2007 年 10 月 28 日に次のようなメールを頂いた。「動物福祉産品は、近々世界流通します。

大学での認知度も低いものです。この状況の打破なくして、日本の動物福祉畜産の進展はありえません。

世界に牛耳られる可能性大です。有機農産物の二の舞です。動物福祉を専門とする研究室が必要です。」こ

の言葉が私を動かしたように思います。 

 

（安全・安心、環境に次ぐ新しい価値観（第 3 の経済価値）） 

筆者が有機の勉強に取り組むきっかけは BSE であり、鶏の福祉の勉強は鳥インフルエンザ(HPAI)によ

る。BSE は肉骨粉が入った飼料によって起こされたので、有機農業関係者の関心は農薬・化学肥料を使わ
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ない有機飼料生産と家畜の有機飼料消費に向かった。しかし、BSE と比べて、HPAI は鳥から人への感染

と人の死亡、そして人から人への感染(新型インフルエンザ)の国際危機をもたらしている。HPAI が発生し

なければ、新型インフルエンザも発生しない。HPAI 予防となる養鶏場改善は国民の健康を守ることでも

ある。鶏肉業界は HPAI 予防の社会的責任を負っている。また、有機養鶏の原則は、鶏の福祉（鶏種、孵

卵場、鶏舎、飼育管理改善）と環境保全（有機飼料生産）であるので、2006 年 12 月に成立した議員立法

の有機農業推進法は、EU と同様な有機直接支払制度による国と都道府県の推進計画に盛り込まれ、肉用

鶏の福祉改善と飼料米生産を間接的に推進する法律になっていくことを期待している。 

国際的に見ても、2004 年の第一回 OIE 国際動物福祉会議の翌年に、OIE 総会で「家畜福祉ガイドライ

ン」が輸送とト殺において採択された。この事実からも言っても、基本的な HPAI 予防は鶏舎と飼育管理

改善にあると思っている。家畜福祉は安全・安心、環境に次ぐ第 3 の経済価値にまでになってきている。 

 

（寄附講座への期待（研究者育成と国内家畜福祉学の先駆け）） 

株式会社イシイの経営理念は「環境保全と動物福祉を考え、関係する人と動物の生活をより良くする」

ことです。殻を破って、飛ばなければ夢（あした）は見えません。 

現在、鶏舎も更新時期を、生産者も世代交代を迎えています。飼料会社、薬品会社、施設会社、育種会

社が行っている指導は、各社まちまちであり、遅れていることもあります。そこで、この寄附講座が「研

究者育成と国内家畜福祉学（畜種、畜舎、設備、飼育管理）」の先駆けとなれることを期待しています。 

 

写真 1：東北大学大学院農学研究科家畜福祉学（イシイ）寄附講座開設記念講演会 

(2008 年 10 月 15 日東北大学大学院農学研究科 川渡共同セミナーセンターにて） 
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2008 年 11 月 15 日の講座開設記念講演会時の講座メンバー（教員）は佐藤教授（前列の

右から 5 番目）、二宮准教授（前列の一番右）、小原助手（2 列目の一番右）でした。来賓の

芳賀仁会長（（社）日本食鳥協会）（前列の左から 2 番目）、お祝いに来て頂いた先生と学生

の皆さんに感謝をしている。 

 

(3)東北大学大学院農学研究科家畜福祉学寄附講座（2011 年 4 月～2013 年 9 月）） 

8 社（①日本 KFC ホールディングス株式会社、②(有)北海道種鶏農場、③赤鶏 

農業協同組合、④プライフーズ株式会社、⑤株式会社ジャパンファーム、⑥株式会社アク

シーズ、⑦㈱ニイブロ、⑧株式会社イシイ）から成る協同寄附講座が 2011 年 4 月より始ま

った。2011 年 6 月 15 日に協同講座開設記念（写真 2）として開催された意見交換会で筆者

は次のように挨拶をした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤千晶 

教育研究支援者 

佐藤衆介 

教授 



 

 

 

鶏肉産業の未来

1. グローバルスタンダード

過去、鶏卵・鶏肉産業のグローバルスタンダードは、動物衛生と公衆衛生のもと、商社主導による飼料、

種鶏、鶏肉の貿易にあった。

（東北大学大学院農学研究科・農学部

  

鶏肉産業の未来                            

グローバルスタンダード

過去、鶏卵・鶏肉産業のグローバルスタンダードは、動物衛生と公衆衛生のもと、商社主導による飼料、

種鶏、鶏肉の貿易にあった。

写真 2：協同寄附講座意見交換会

（東北大学大学院農学研究科・農学部

                            

グローバルスタンダード 

過去、鶏卵・鶏肉産業のグローバルスタンダードは、動物衛生と公衆衛生のもと、商社主導による飼料、

種鶏、鶏肉の貿易にあった。鶏肉産業

協同寄附講座意見交換会

（東北大学大学院農学研究科・農学部

                            

過去、鶏卵・鶏肉産業のグローバルスタンダードは、動物衛生と公衆衛生のもと、商社主導による飼料、

鶏肉産業の未来に影響してくる今後のグローバルスタンダードは、耕畜連携
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協同寄附講座意見交換会 2011

（東北大学大学院農学研究科・農学部(雨宮キャンパス

                              

2011

過去、鶏卵・鶏肉産業のグローバルスタンダードは、動物衛生と公衆衛生のもと、商社主導による飼料、

の未来に影響してくる今後のグローバルスタンダードは、耕畜連携

 

2011 年 6 月 

雨宮キャンパス)にて）

2011 年 6 月 15 日

過去、鶏卵・鶏肉産業のグローバルスタンダードは、動物衛生と公衆衛生のもと、商社主導による飼料、

の未来に影響してくる今後のグローバルスタンダードは、耕畜連携

 

にて） 

日 (株)イシイ

過去、鶏卵・鶏肉産業のグローバルスタンダードは、動物衛生と公衆衛生のもと、商社主導による飼料、

の未来に影響してくる今後のグローバルスタンダードは、耕畜連携

 

イシイ   竹内正博

過去、鶏卵・鶏肉産業のグローバルスタンダードは、動物衛生と公衆衛生のもと、商社主導による飼料、

の未来に影響してくる今後のグローバルスタンダードは、耕畜連携

 

竹内正博 

過去、鶏卵・鶏肉産業のグローバルスタンダードは、動物衛生と公衆衛生のもと、商社主導による飼料、

の未来に影響してくる今後のグローバルスタンダードは、耕畜連携
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飼料用米生産・使用と動物福祉で自給率アップと人畜共通感染症（鳥インフルエンザ等）予防の方向性に

あるように思う。 

 

2. 自給率 

自給率アップは国策になっている。2010 年 3 月に農林水産省が発表した食料・農業・農村基本計画によ

ると、平成 32 年度の総合食料自給率目標は、供給熱ベースで平成 20 年度の 41％を 50％まで、生産額で

65%から 70%まで、飼料自給率で平成 20 年度の 26 %から 38%まで、引き上げるとしている。飼料用米の

生産数量目標は平成 20 年度の 0.9 万トンから 70 万トンに増やす。輸入飼料から発展・成長してきた商社

中心の鶏肉産業は、農林水産省の耕畜連携飼料用米生産・利用支援による方向転換期を迎えている。 

 

2.1 鶏肉産業の自給率 

鶏肉産業の自給率を計算すると、平成 20 年度名目鶏肉自給率は 70%、実質鶏肉自給率は 8%（70%（平

成 20 年度名目鶏肉自給率）×11%（平成 20 年度飼料自給率））であり、名目と実質の自給率差は実に 62%

になる。平成 32 年度名目鶏肉自給率は 77%（70%（平成 20 年度名目鶏肉自給率）×110%（国内鶏肉生産

10%増加））、実質鶏肉自給率は 15%（77%（平成 32 年度名目鶏肉自給率）×20%（平成 32 年度飼料自給

率））と推測できる。平成 32 年度飼料自給率 20%は、11%（平成 20 年度飼料自給率）＋9%（70 万トン（平

成 32 年度飼料米目標）×50%（食鳥産業使用割合予測）÷380 万トン（食鳥産業使用配合飼料））で計算し

た。 

 

3. 動物福祉 

3.1 価値と評価 

自給率がハードとすると、動物福祉はソフトになる。過去、経済価値は食肉と鶏肉の美味しさとコスト

だけであったが、動物福祉が第 3 の経済価値として世界の国際獣疫事務局（OIE）で認識されてきている。

飼料が世界でスイスの次に高い日本において、日本の鶏卵・鶏肉産業はコスト競争で輸入品に負けてきた。

しかし、日本の動物福祉評価の飼養指標（例えば鶏の死亡率）において、日本は十分に世界と競争できる

と信じている。 

 

3.2. 東北大学大学院農学研究科家畜福祉学（イシイ）寄附講座（2008 年 10 月～2011 年 3 月）設立理由 

寄附講座への取り組み理由は、農業と動物福祉の研究会で最初から一緒だった東北大学大学院佐藤教授

の次の意見に共感したことによる。2007 年 10 月 28 日メールで、教授は「動物福祉産品は、近々世界流通

します。大学での認知度も低いものです。この状況の打破なくして、日本の動物福祉畜産の進展はありえ

ません。世界に牛耳られる可能性大です。有機農産物の二の舞です。動物福祉を専門とする研究室が必要

です」。筆者も国内の家畜動物福祉基準は世界基準を後でコピーしたような有機畜産物の二の舞にしたくな

いと思っていた。さらに、新しい技術と新しい学問としての「動物福祉」が根本的な HPAI の対策になる

ことを期待した。 
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3.3. 協同講座（2011 年 4 月～） 

このような経緯で単独寄附講座が始まったわけであるが、筆者は一社(イシイ)単独講座に疑問を感じてい

た。動物福祉は日本全体、むしろ世界全体の畜産物生産と流通の課題となってきている。そこで、食品会

社、流通会社、生産企業に協同寄付講座への参加を働きかけた結果、2011 年 4 月に、講座は 8 社から成る

協同寄附講座として進歩的に再スタートをした。 

 

3.4. 今後の取り組み 

協同講座参画と同時に、㈱イシイ独自では 20 歳代の若い 4 名から成る動物福祉チームを 2011 年 5 月に

編成した。今後 2 年間に、このチームは原種、種鶏、コマーシャルの動物福祉実地調査を行い、指標の採

点を行い、指標の数値目標を作成し、指標をクリアーする予定である。農場と鶏舎にお金を使わなくても、

又は最小の設備投資で、動物福祉指標がクリアーできればと願っている。養鶏生産農家が「あまりお金を

使わず、動物福祉をやれば飼育成績アップで儲けが増えた。」と喜ぶ日が来ることを楽しみにしている。 

 

(4) 東北大学大学院農学研究科家畜福祉学寄附講座（2013 年 10 月～2015 年 3 月） 

2 年半の第二期講座期間が終わり、第三期講座（2013 年 10 月～2015 年 3 月）は 5 社（①

日本 KFC ホールディングス株式会社、②(有)北海道種鶏農場、③プライフーズ株式会社、

④株式会社ジャパンファーム、⑤株式会社イシイ）の寄附支援により継続となった。定期

的な農場ダータ収集と会合により、重点項目は支援企業の AW 基準運用によるメリットの

追求をした。 

寄附支援企業は、講座研究の①産学協同研究の模索、②飼育技術の開発研究、③教育シ

ステムの開発と実践等をサポートしてきた。②の研究開発において、協同寄附講座は定期

的に支援企業意見交換会を開催して、ブロイラー家畜福祉技術構築を目指し、環境エンリ

ッチメント研究を推進して、AW 総合評価に基づく個別農場の AW 向上指導の支援を行っ

てきた。 

 2013 年 11 月 22 日に寄附講座主催の「養鶏におけるアニマルウェルフェアセミナー」で、

筆者が講演した要約と本文を紹介したい。 

 

エッグビルを中心とした米国養鶏の動物福祉の動向 

                           2013 年 11 月 22 日 

 株式会社イシイ 代表取締役社長 竹内正博 

要  約 

米国の養鶏はあらゆる側面において日本より約 10 年先行している。その米国で現在、動物福祉が大きな

関心事となっており、採卵鶏産業ではエッグビル（従来型ケージ飼育の禁止連邦法）の成立が、牛や豚産

業への波及を懸念した生産者協会による成立反対のロビー活動で阻止された。またブロイラー業界におい

て、90％以上生産企業が加盟する米国国家チキン評議会（NCC）は動物福祉規格を定めており、生産者自

ら動物福祉に取り組んでいた。また NCC は生産者を支援する政策を成立させるために議員連盟を構成し
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ており積極的なロビー活動が行われていた。 

一方、国内の採卵鶏業界は、国際基準となる OIE コードが未採択なので当面は「アニマルウェルフェア

の考えに対応した採卵鶏の飼養管理指針」を実践することが重要になると思う。ブロイラー業界では、2013

年 5 月に採択された OIE コード遵守と「動物福祉の考えに対応したブロイラーの飼養管理指針」の実践が

重要であると考えられる。また、日本のブロイラー生産企業の大きな負担となっている食鳥検査制度の検

査料は、米国では国が支払うことで独立性や客観性を保っている。日本でも 2013 年 4 月に発足した議員

連盟により、検査制度の改訂と動物福祉の導入が経済的メリットと高病原性鳥インフルエンザの予防につ

ながることを期待したい。 

 

本  文 

１．はじめに 

2013 年 10 月 11 日に日本養鶏産業研究会主催の第 10 回研究セミナーで、筆者は日米の動物福祉につい

て、Ken Klippen 博士（Klippen & Associates 社長）と一緒に講演の機会を得て、次のような挨拶をし

た。「20 年前の採卵鶏設備の更新時期に、採卵鶏飼育システムは高床式ケージから直立多段式ケージに更

新になったように、現在で動物福祉は一番ホットな話題となっているのも事実であります。10 年後の 2020

年頃の後継経営者は採卵鶏の動物福祉に取り組んでいるかも知れません。欧米の養鶏システムが少し遅れ

て国内に導入されてくると信じる筆者は、動物福祉について自由な意見を述べることによって、採卵業界

の若手後継者の皆さんに、何か役立つ課題を提供出来れば幸いです」 

一ヶ月後に開催された今回のセミナールは、時期を得たセミナール内容となっている。「OIE における畜

産システム動物福祉規約の整備を受けて」について、生産者、研究者、行政の関係者に今後の課題の検討

と実践を期待している。動物福祉について Ken Klippen 博士が話された「守りから攻め」は正しい方向性

と言える。 

結論から話しをすると、動物福祉は、高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）と HPAI 由来の新型インフル

エンザ予防に繋がるので、消費者問題（鶏卵消費者の問題）でなく政治問題（全人類の問題）であると思

っている。米国養鶏の動向について採卵業界とブロイラー業界に分けて報告したい。 

 

２．米国養鶏での動物福祉 

（１）採卵鶏 

2013 年 6 月 26 日に、米国鶏卵生産者（United Egg Producers=UEP）のチャッド・グレゴリーCEO

を（有）北海道種鶏農場の川上社長と筆者は訪問した。話合いの中で一番印象に残ったグレゴリーCEO

の言葉は、約 3 時間の意見交換が終わる頃に聞いた質問「連邦法成立の可能性は何%ですか」の次の返

事であった。「2 週間前の連邦法成立可能性は 70%から 75%であったが、今は 1%から 2%になっている」 

つまり、エッグビル（エンリッチでないケージ禁止連邦法）の成立可能性は無くなったと CEO は言っ

たのである。全米肉牛生産者・牛肉協会（NCBA）と全米豚肉生産者協会（NPPC）が、家畜福祉の考

えを取り入れたエッグビルが養豚と肉用牛にも広がることを懸念して、成立阻止に向けてロビー活動を

行い有望視されていたエッグビルを不成立に追い込んだためである。CEO は反対理由を次のように語っ
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てくれた。(1)米国で農家数において、養豚農家数は 65,000 戸と牛農家数は 100,000 戸と比較して、採

卵農家数は 200 戸と少ない。(2)衛生問題で、乳牛の尻尾は搾乳時に着られるが、酪農家は牛の尻尾切り

が禁止になるのではと心配する。(3) 養豚農家は妊娠豚用ストール飼育の禁止を心配する。（すでに、

2013 年 1 月より EU では妊娠豚用ストール飼育は禁止されている） 

エッグビルが成立しない場合に、米国の採卵業界はどうなるのだろうか。米国採卵養鶏企業は短期的

に「エンリッチャブル・ケージ」の新設を進めていくことになろう。これは従来型ケージと同様である

が、必要によりエンリッチドケージに転換できる構造にしている。または、住民投票のない州で、従来

型ケージを UEP 基準で建設を進めていく道もある。50 州からなる米国では，24 州の住民が住民投票で

州法を可決することが出来る。 24 州の中で、カルフォルニア、ワシントン、オレゴン、ミシガン、オ

ハイオの各州は、すでに住民投票でエンリッチでないケージ禁止州法を可決している。エンリッチでな

いケージ禁止州法を持つ各州では、採卵経営者は他の州（住民投票制度を持たない 26 州）で採卵農場

を建設し、他の州で従業員を雇用し、他の州で卵を生産・販売し、他の州で税金を支払う方向になる。

これは警告の意味でもある。近い将来、19 州（24－5）も、5 州と同様な州法を住民投票で可決するか

も知れない。 

もしエンリッチドケージを盛り込んだエッグビルが可決されていたら、新しい分類の卵「エンリッチ

ド卵？」が先取りする養鶏生産者と量販店により将来販売されていたかも知れない。エンリッチドケー

ジ（改良型ケージ）は、ケージの中に止まり木、巣箱、砂浴び場を設置し、ケージ全体の床面積自体も

大きくしたもので、従来のバタリーケージよりも動物福祉に配慮した飼養システムといわれている。 

いずれにしても、動物福祉に配慮されたケージフリー卵市場占有率が 2011 年に 5%から 2012 年に 8%

と増加しているので、採卵企業は消費者のケージフリー卵選択の伸びを注視していく必要があるように

思われる。 

 

（２）ブロイラー 

2013 年 9 月に米国動物愛護協会（the Human Society of the United States＝HSUS）と米国国家チ

キン評議会（National Chicken Council＝NCC）のロエニック事務局長を訪問して、動物福祉について

意見交換した。2013 年度米国年間ブロイラー出荷羽数は 88 億と推測でき、動物福祉認定ブロイラー羽

数は、1.4億羽（Global Animal Partnership認証）と0.6億羽（Certified Humane認証）、3億羽（American 

Humane Association）の合計 5 億羽となり、米国ブロイラー羽数全体の 5％に増えている。2 年前から

大手のタイソンフーズも前者の認証を受けて動物福祉の鶏を生産販売している。 

米国ブロイラーインテ企業の 90％は、NCC の動物福祉ガイドライン実行しており、定期的に第三者

監査を受けている。業界平均の動物福祉監査結果は 90 点位と、事務局長は言った。但し、米国の監査

評価合項目（785）は、企業責任（55）、孵卵場（135）、農場飼育（255）、捕獲と輸送（80）、処理場（260）

から成っている。農場飼育評価は全体の 32％にしかならないので、多くのインテ企業の監査評価は 90

点になる。筆者は 9 月に訪問した大手ブロイラーインテ企業のタイソン社の動物福祉監査報告書で実績

評価を確認できた。 
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（３）ブロイラー議員連盟 

2013 年 9 月 18 日に、筆者は（一般社団法人）日本食鳥協会の西塚専務と NCC を訪問して、ロエニ

ック事務局長と食鳥検査制度とブロイラー議員連盟についても意見交換をした。そこで分かったことで

あるが、食鳥検査料の負担について次の条件があることである。「アメリカに輸出する鶏肉は、独立性と

客観性の観点から国の税金が使用された食鳥検査に合格しなければならない。つまり、食鳥検査料の民

間企業負担で食鳥検査制度に合格した鶏肉は、米国への輸出を認められない。食鳥検査は国が食鳥検査

料を支払うべき制度である」 

40 名の上院と下院国会議員からなる米国チキン議員連盟（Congressional Chicken Caucus）は米国

ブロイラー業界のために働いている。NCC は、ロビー活動を主な仕事としており、年間予算 2 百万ドル

（約 2 億円）の 35％（7,000 万円）を、委員会（Political Action Committee）に 20 万ドル（2,000 万

円）、3 名のロビー活動人件費に 50 万ドル（5,000 万円））と重点的に当てている。また、NCC の主な

ロビー活動は、エタノール原料としてのトウモロコシ義務化の撤回、つまり、トウモロコシ以外の原料

からエタノール生産の法律改訂としている。それと、米国ブロイラー農場は契約農家によって成り立っ

ている。政府はブロイラーインテ企業と契約農家との契約に干渉してきているので、インテ企業は農家

と自由な契約を政府に要求していて、補助金を要請していない。また動物福祉についても、もう少し具

体的な指標が盛り込まれて、2014 年に NCC の動物福祉ガイドライン（2010 年版）が改訂される予定

である。 

 

３．国内養鶏での動物福祉に対する課題 

（１）採卵鶏業界の課題 

OIE の動物福祉基準は 2012 年に肉用牛、2013 年にブロイラー生産に採択され、乳用牛、豚、採卵鶏

の順に作成予定になっている。最後に予定されている採卵鶏基準は、世界的に合意を得るのはかなり難

しい分野ではあるが、OIE の採卵鶏基準は 5 年後の 2018 年頃に採択されるかも知れない。 

採卵鶏の動物福祉基準はどのような内容に成るのだろうか。2012 年に EU ではエンリッチドケージ法

制化が実施され、米国では 2011 年に UEP と HSUS はエッグビル成立で妥協合意した。こうしたこと

から、OIE の採卵鶏生産基準はエンリッチドケージを含むことになると推測出来る。「動物福祉と採卵

鶏の生産」について OIE 基準が合意されていない現在、国内採卵業界は、「アニマルウェルフェアの考

え方に対応した採卵鶏の飼養管理指針」を実践しながら、欧米の基準調査と実践農場調査を進め、将来

の OIE の採卵鶏基準への対応準備をしては如何であろうか。 

 

（２）ブロイラー業界の課題 

2013 年 5 月 OIE 総会で、動物福祉とブロイラー生産基準は一部修正を加えて採択された。採択され

た OIE コードを順守する場合に、ブロイラー業界は「動物福祉の考え方に対応したブロイラーの飼養管

理指針」を実践するとともに、①鶏舎で夜間に一定期間の暗期（夜間に照明を消す期間）の実施、②出

荷時に生鶏のキャッチングと輸送の改善、③処理場でスタニングの実施、④米国のような評価と第三者

監査ガイドラインの作成を行っていく為に、この分野の現状調査と実践に向けた設備改善と教育が必要
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であると思われる。これらが改善出来れば、動物福祉は飼料要求率改善、脚弱防止、着死減少等に繋が

る経済的メリットを生むし、1990 年に法制化された食鳥検査制度の改訂にも繋がると考えられる。 

 

（３）養鶏議員連盟の課題 

個人的な意見として、基本的な動物福祉の主な目的は HPAI 等の人畜共通感染症予防にあると思って

いる。OIE の世界基準は、卵と鶏肉を食する消費者だけが対象でなく、全ての人類に向けられている大

きな分野（政治問題）でもある。 

2013 年 4 月 24 日に採卵業界で「自由民主党 養鶏議員連盟」が、続いて 8 月 7 日に「ブロイラー業

界で「自由民主党 国産食鳥産業議員連盟」が、設立総会を開催し、会長に大島理森氏（衆・青森３区、

東日本大震災復興加速化本部本部長、元副総裁）を選出し、正式に採卵鶏とブロイラーの議員連盟とし

て発足した。今後とも我が国の養鶏産業が維持・発展できるよう、議員連盟の先生方の施策に期待した

い。 

次の段階として 2014 年に、議員連盟の先生方が米国を訪問して、日米議員連盟の議員が養鶏産業の

共通課題について会合を持って頂ければと願っている。 

最後に、日米養鶏を比較して改善項目二箇所を指摘したい。一つは、採卵鶏とブロイラー民間企業が

国の食鳥検査費用を支払っている。もう一つは、米国平均食鳥廃棄率 0.5％に比べて、国内廃棄率が非

常に高いし、各都道府県により大差となっている。食鳥の輸出と食鳥検査制度の独立性と客観性を考え

ると、米国と同様に我が国が検査料を支払うべきと思う。 

 

(5)帝京科学大学生命環境学部応用動物福祉学寄附講座（2015 年 4 月～現在） 

AW 産学共同研究が、2008 年から 2015 年に東北大学大学院農学研究科家畜福祉学寄附講

座に始まり、佐藤教授の定年退職年の 2015 年に帝京科学大学生命環境学部応用動物福祉学

寄附講座（写真 3）へと支援企業の皆様のお陰で続いている。 

 

佐藤教授の言葉を借りれば、「AW 寄附講座のミッションは、①世界動向の把握と情報提

供、②研究開発、③研修会とシンポジウム開催等にあります。なぜ研修会を開くかと言え

ば、AW は世界的に実施段階にあり、ISO は 2016 年に技術仕様書を作成する予定になってい

ます。よって、飼育とと畜がグローバルスタンダードの基準に準拠しているのか明らかに

する必要があります。グローバルスタンダードと現状の相違点を把握して、どのように改

善していくか考えていきます。教員の小原さんが実験的に提案し、有賀さんが実レベルに

持っていこうとしている「籾米給与による AW 改善」は日本の技術として育てていかなけれ

ばと思っています」   
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写真 3：共同寄附講座意見交換会 2015 年 6 月 

京科学大学千住キャンパス本館にて 

     

 

 2017 年 11 月 7 日の寄附講座支援企業意見公開会で筆者は下記のレポートを報告した。 

 

「米国における養鶏アニマルウェルフェア（AW）の動向」 

                                2017 年 11 月 7 日 

                      株式会社イシイ 代表取締役社長 竹内正博 

 

米国における肉用鶏と採卵鶏の AW の動向について近況の話題を提供したい。 

 

(1) 米国肉用鶏生産・販売の新しい動き 

はじめに、米国小売店の Whole Foods（WF）とコストコ（Costco）の鶏肉への取り組みを報告したい。

WF の成長の遅い鶏種へ切替、Costco のブロイラー生産事業参入は新しい流れとなるのだろうか。 

2016 年 3 月に、WF は全店舗で販売する鶏肉（米国ブロイラー生産量の 3％に相当する年間 2.77 億羽）

は、成長の遅い鶏種に 2024 年までに切り替えると声明を出した。その後、2017 年 6 月にネット通販最大

手の Amazon が WF を 137 億ﾄﾞﾙ（1.6 兆円）で買収した。オーガニックを中心とした自然食品高級スーパ

ーの WF は、買収後に食品を安売りに転じたと聞いたので、2017 年 10 月に米国小売店舗で鶏肉値段を調

べた。視察したノースカロライナ州の WF ローリー店で、オーガニックムネ鶏肉は 125 円/100g($11/kg×114

円/ドル)（写真 1）で商品棚に割引セール表示を付けて並べられていた。 

                                 



 13 / 22 

 

 

写真 1：WF 店でのオーガニックムネ鶏肉                          写真 2：Costco 店でのオーガニックムネ鶏肉   

ノースカロライナ州のローリー店（2017 年 10 月 16 日）           ノースカロライナ州のローリー店（2017 年 10 月 16 日） 

       

   

 一方、日本にも 26 倉庫店を有する全米 No.3 の Costco（世界で 741 倉庫店）は、2017 年 6 月にネブラ

スカ州でブロイラー生産設備の建設をスタートした。会社は、総投資額 320 億円（2.8 億ドル）で、処理

場・孵卵場・飼料工場を建設し、2019 年 4 月にブロイラー生産・処理・加工事業を稼働予定している。こ

れで、Costco は販売する鶏肉の三分の一（米国ブロイラー生産量の 1％に相当する年間 1 億羽）を自社生

産することになる。オーガニックムネ鶏肉は 125 円/100g（$11/kg×114/ドル）、ブロイラームネ鶏肉は 70

円/100g（$6.15×114 円/ドル）（写真 2）で売られていた。 

驚いたことに、WF と Costco でのオーガニックムネ鶏肉売値は同じであったので、WF も特定食品の安

売りにシフトしたと思われる。 

 

(2) 米国における採卵鶏の AW に関する情報収集 

公益社団法人畜産技術協会は、採卵鶏の AW に関する実証調査事業を平成 29 年度から平成 31 年度まで

の 3 年間実施してきている。事業目的は、採卵鶏の AW の推進を図るため、AW 対応鶏舎に関する実証調

査を実施し、採卵鶏の飼養管理指針改定のための検討及び改善策等を加えたモデルの作成、提示を行うこ

とになっている。2017 年に米国、2018 年に欧州に、海外 AW 情報収集調査が二回程計画されている。 

推進委員の筆者も同行した、米国における採卵鶏の AW に関する 2017 年 9 月情報収集調査について報

告したい。調査場所は、Chore Time（養鶏機器メーカー）、2017 年 live Production, Welfare & Biosecurity 

Seminar 、United Egg Producers（UEP）として、実証調査事業の調査員 3 名（新村 毅氏（東京農工大

学 准教授）、山本洋一氏（独立行政法人家畜改良センター岡崎牧場 場長）、八木淳公氏（公益社団法人

畜産技術協会 緬山羊振興部長）、谷川麻綾（（株）イシイ 通商・設備室）（写真 3）が、米国における採

卵鶏の AW に関する取り組み、飼養管理の現状と方向性、養鶏関係者の動向調査を行った。 
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写真 3：調査員等と Mr. Chad Gregory（2017 年 10 月 20 日に UEP 事務所にて） 

(右から調査員(山本場長,八木部長,新村准教授),Gregory 氏,筆者,通訳(谷川)) 

        

 

(2)-(1) 2017 年 live Production, Welfare & Biosecurity Seminar  

2017 年 9 月 19 日にセミナーは、午前中に主に卵用鶏とブロイラーの合同講演が行われ、午後に参加し

た分科会では鶏用鶏の講演が行われた。メインゲストとして講演した Mr. Bob Krouse（クラウス氏）の話

について述べたい。2011 年 8 月 30 日に初めてお会いし意見交換した、当時の UEP 会長のクラウス氏は「AW

は消費者問題でなく、政治問題である」と言われたのを覚えている。採卵生産者の誰が、ケージフリーが

米国採卵鶏飼養方式の進む方向となると、予測できたであろうか。運よく、2017 年 9 月 19 日に米国テネ

シー州で開催された「2017 年 live Production, Welfare & Biosecurity Seminar」に参加出来て、筆者

はクラウス氏の講演レポートのコピーを頂けた。講演テーマは Lesson Learned（学んだ教訓 10）であった。 

全米トップ 10 に入る Midwest Poultry Services 社長であるクラウス氏の一番重要な教訓は、「米国採卵

業界は 50 年以上も前の養鶏技術の方向に急速に戻りつつあり、成功するまでトライしなければならない」

と思われる。教訓 10 を下記に箇条書きに報告したい。 

 

【これまでに経験で得られた教訓のトップ 10】 

（独立行政法人家畜改良センター岡崎牧場 山本洋一場長訳） 

 

10.科学に裏付けられたガイドラインは効果的である(第 3者的な科学者や有識者の研究） 

9.科学だけでは不十分で、人々の感情や価値観にも気を配るべきである 

8.顧客や世間に対してプログラム（運動）を理解させる努力が必要（エンリッチドケージ  

vs 非ケージ） 
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7.正しい決定を行える者（顧客）と協議すべき 

6.第 3 者の監査が重要 

5.生産者は監査プロセスをコントロールし続けなければならない（実際の監査が行われな 

ければプログラムとは言えない） 

4.ガイドラインの制定や議論において特定の者の利益とならいよう意識すること 

3.Ballot Initiative はなくならない。州の間の取引を阻害する障壁を予防する唯一の方法は「議会への

働きかけ」を通じてのみ 

2.今日、民衆はメディアや特定の関係グループから、非ケージの卵生産が最もウェルフェアで環境持続性

を聞いており、我々は、民衆の認識がそうした間違った方向に誘導されていたとしても、最適な AW の政

策を推進し、事実を提供し続ける必要がある。我々は、顧客に対し、彼らが望む生産物を提供する必要

があるが、一方で、事実を公にしていかなければならない。 

1.我々は、2050 年までに 90 億人以上の人間を養わなければならないにもかかわらず、50 年以上も前に廃

れた農業技術の方向に急速に進んでいこうとしている。おそらく、最も重要な教訓は、我々は失敗する

ことは許されない、成功するまでトライを続けていかなければならないということだ。. 

 

(2) -(2) UEP 訪問 

(2) -(2)-(1) 米国における鶏卵生産・販売の現状 

UEP は米国国内の 95％以上となる 150 の生産者が加盟する協会である。平均飼養羽数は 150 万羽である

が、一番大手で上場会社であるカルメンフーズ（Cal-Maine Foods, Inc.）は 3,500 万羽、イセ食品株式会

社は 800 万～1,000 万羽の飼養羽数で UEP ボードメンバーに入っている。米国国内の 3.2 億飼養羽数の中

で、2017 年採卵鶏の飼養方式（表 1）はオーガニック（4.9％）・ケージフリー（9.3％）・約 3％のエンリ

ッチ含むケージ（85.8％）となっている。鶏卵の販売先は、輸出（カナダ、メキシコ等）（4.7％）・フード

サービス（10％）・加工（32％）・小売店（53.3％）になる。UEP から聞いた話では、飼養方式による 1 羽

当たりの生産コストは、バタリーケージで$15・エンリッチドケージで$25・ケージフリーで$40 以上であ

る。 

 

                          表 1：採卵鶏の飼養方式推移 

             （出所：2017 年 8 月 11 日 USDA） 



 

   

 

UEP

（288

ジフリー表示

 

写真 4:

 

 

(2)-(

ケージフリー卵生産・販売（表

多くの小売店・フードサービス・レストラン等がケージフリーで飼育された鶏卵しか購入しないと公表し

ているからである。

（0.3

（4.0

USDA

とになる。今後

 

     

 

    

EP訪問時に視察した

88 円）/ダース(

ジフリー表示(写真

4:ｼﾞｮｰｼﾞｱ州ｱﾄﾗﾝﾀ郊外の

(2)-(2) 米国における

ケージフリー卵生産・販売（表

多くの小売店・フードサービス・レストラン等がケージフリーで飼育された鶏卵しか購入しないと公表し

ているからである。

0.3％）、ドルとバライティー（

4.0％）、レストラン（

SDA 生産・販売予測によると、

とになる。今後 8年以内に、この事実は日本に大きな影響を与えないだろうか。

    表 2：ケージフリー卵生産と販売羽数予測

上の線と点線（

訪問時に視察したKroger(全米に

(写真 3)、ケージ卵は

写真 4)が見られたので、ケージフリーは消費者に広く浸透していると思われる。

ｼﾞｮｰｼﾞｱ州ｱﾄﾗﾝﾀ郊外の Kroger

米国における 2025

ケージフリー卵生産・販売（表

多くの小売店・フードサービス・レストラン等がケージフリーで飼育された鶏卵しか購入しないと公表し

ているからである。2025 年販売先別ケージフリー卵個数・必要羽数（比率）予測（表

％）、ドルとバライティー（

％）、レストラン（8.7％）、小売店（

生産・販売予測によると、

年以内に、この事実は日本に大きな影響を与えないだろうか。

：ケージフリー卵生産と販売羽数予測

上の線と点線（Expansion Plans

全米に2,819店舗を有する大手食料品量販店

、ケージ卵は$1.39

が見られたので、ケージフリーは消費者に広く浸透していると思われる。

roger 店舗でｹｰｼﾞﾌﾘｰ卵

2025 年ケージフリー卵生産・販売予測

ケージフリー卵生産・販売（表 2）は急速に伸びると予測される。急激な伸びの理由は、

多くの小売店・フードサービス・レストラン等がケージフリーで飼育された鶏卵しか購入しないと公表し

年販売先別ケージフリー卵個数・必要羽数（比率）予測（表

％）、ドルとバライティー（0.7％）、コンビニと薬局（

％）、小売店（54.8

生産・販売予測によると、2025 年に全米全鶏卵生産・消費量の

年以内に、この事実は日本に大きな影響を与えないだろうか。

：ケージフリー卵生産と販売羽数予測

xpansion Plans）と下の線（
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店舗を有する大手食料品量販店

1.39(160 円)/ダースで販売されていた。

が見られたので、ケージフリーは消費者に広く浸透していると思われる。

ｹｰｼﾞﾌﾘｰ卵(左側

  

年ケージフリー卵生産・販売予測

）は急速に伸びると予測される。急激な伸びの理由は、

多くの小売店・フードサービス・レストラン等がケージフリーで飼育された鶏卵しか購入しないと公表し

年販売先別ケージフリー卵個数・必要羽数（比率）予測（表

％）、コンビニと薬局（

54.8％）となっている。

年に全米全鶏卵生産・消費量の

年以内に、この事実は日本に大きな影響を与えないだろうか。

：ケージフリー卵生産と販売羽数予測：223.29

）と下の線（Needed）、（出所：

 

店舗を有する大手食料品量販店

ダースで販売されていた。

が見られたので、ケージフリーは消費者に広く浸透していると思われる。

左側)とｹｰｼﾞﾌﾘｰ表示

年ケージフリー卵生産・販売予測 

）は急速に伸びると予測される。急激な伸びの理由は、

多くの小売店・フードサービス・レストラン等がケージフリーで飼育された鶏卵しか購入しないと公表し

年販売先別ケージフリー卵個数・必要羽数（比率）予測（表

％）、コンビニと薬局（0.9％）、食品製造（

％）となっている。 

年に全米全鶏卵生産・消費量の 72

年以内に、この事実は日本に大きな影響を与えないだろうか。

.29 億羽(72%)/2026

）、（出所：2017 年

店舗を有する大手食料品量販店)では、フリーケージ卵は

ダースで販売されていた。Perdue

が見られたので、ケージフリーは消費者に広く浸透していると思われる。

ｹｰｼﾞﾌﾘｰ表示鶏肉(右側),

）は急速に伸びると予測される。急激な伸びの理由は、

多くの小売店・フードサービス・レストラン等がケージフリーで飼育された鶏卵しか購入しないと公表し

年販売先別ケージフリー卵個数・必要羽数（比率）予測（表

％）、食品製造（2.6％）、フー

72％がケージフリー卵に変わるこ

年以内に、この事実は日本に大きな影響を与えないだろうか。 

2026 年（縦：百万羽、

年 8 月 11 日 USDA

 

では、フリーケージ卵は

erdue の鶏肉に、ケー

が見られたので、ケージフリーは消費者に広く浸透していると思われる。 

),2017 年 9 月

）は急速に伸びると予測される。急激な伸びの理由は、2025 年までに、

多くの小売店・フードサービス・レストラン等がケージフリーで飼育された鶏卵しか購入しないと公表し

年販売先別ケージフリー卵個数・必要羽数（比率）予測（表 3）は、病院と旅行

％）、フードサービス

％がケージフリー卵に変わるこ

年（縦：百万羽、横：年度）

USDA） 

では、フリーケージ卵は$2.5

の鶏肉に、ケー

月 20 日 

 

年までに、

多くの小売店・フードサービス・レストラン等がケージフリーで飼育された鶏卵しか購入しないと公表し

）は、病院と旅行

ドサービス

％がケージフリー卵に変わるこ

横：年度） 



 

 

 (2)-(2

今回が三回目の

イン市）会議にオブザーバー参加した。主な会議議題は

の採卵鶏の従来型ケージ飼養禁止に関する合意」に関する説明であった。合意は

対 10

合意である」と発言した言葉が印象に残っている。

2回目には

ッグビル）は可決されるのか否決されるのかについて聞いた時だった。同様に印象に残った言葉は、約

時間の意見交換が終わる頃に、「エッグビルの成立可能性は無くなった」と間接的に話してくれた。エッグ

ビルとは、動物福祉団体の

ようとした採卵鶏の飼養管理において

念なことは、結果的にエッグビルが失敗したことで現在のケージフリーが米国採卵鶏業界の進む方向にな

ってしまったことである。

3回目の今回には

な報告書が発行されると思うが、グレゴリー氏から印象に残った

卵はケージフリーでなくても容認され、

に対応するのではないか」とのことである。また、「日本の

安く卵が生産できて、輸出も可能になるのではないか」と日本採卵鶏業界へのアドバイスでもあった。も

う一つは、「

自分の店を売るようになる」と、動物福祉団体のケージフリー広報写真

 

 

 

 

 

2)-(3)印象に残った言葉

今回が三回目の U

イン市）会議にオブザーバー参加した。主な会議議題は

卵鶏の従来型ケージ飼養禁止に関する合意」に関する説明であった。合意は

10 により承認されていた。

合意である」と発言した言葉が印象に残っている。

回目には 2013 年

ッグビル）は可決されるのか否決されるのかについて聞いた時だった。同様に印象に残った言葉は、約

時間の意見交換が終わる頃に、「エッグビルの成立可能性は無くなった」と間接的に話してくれた。エッグ

ビルとは、動物福祉団体の

ようとした採卵鶏の飼養管理において

念なことは、結果的にエッグビルが失敗したことで現在のケージフリーが米国採卵鶏業界の進む方向にな

ってしまったことである。

回目の今回には

な報告書が発行されると思うが、グレゴリー氏から印象に残った

卵はケージフリーでなくても容認され、

に対応するのではないか」とのことである。また、「日本の

安く卵が生産できて、輸出も可能になるのではないか」と日本採卵鶏業界へのアドバイスでもあった。も

う一つは、「2025 年に売りに出ている食料品店（ケージ卵？）、つまり、「ケージ卵を販売する食料品店は、

自分の店を売るようになる」と、動物福祉団体のケージフリー広報写真

印象に残った言葉 

UEP 訪問であった。過去に、

イン市）会議にオブザーバー参加した。主な会議議題は

卵鶏の従来型ケージ飼養禁止に関する合意」に関する説明であった。合意は

により承認されていた。当時の

合意である」と発言した言葉が印象に残っている。

年 6 月 26 日に

ッグビル）は可決されるのか否決されるのかについて聞いた時だった。同様に印象に残った言葉は、約

時間の意見交換が終わる頃に、「エッグビルの成立可能性は無くなった」と間接的に話してくれた。エッグ

ビルとは、動物福祉団体の HSUS（

ようとした採卵鶏の飼養管理において

念なことは、結果的にエッグビルが失敗したことで現在のケージフリーが米国採卵鶏業界の進む方向にな

ってしまったことである。 

回目の今回には 2017 年 9 月

な報告書が発行されると思うが、グレゴリー氏から印象に残った

卵はケージフリーでなくても容認され、

に対応するのではないか」とのことである。また、「日本の

安く卵が生産できて、輸出も可能になるのではないか」と日本採卵鶏業界へのアドバイスでもあった。も

年に売りに出ている食料品店（ケージ卵？）、つまり、「ケージ卵を販売する食料品店は、

自分の店を売るようになる」と、動物福祉団体のケージフリー広報写真

訪問であった。過去に、

イン市）会議にオブザーバー参加した。主な会議議題は

卵鶏の従来型ケージ飼養禁止に関する合意」に関する説明であった。合意は

当時の UEP 事務局長

合意である」と発言した言葉が印象に残っている。

日に UEP 事務局長

ッグビル）は可決されるのか否決されるのかについて聞いた時だった。同様に印象に残った言葉は、約

時間の意見交換が終わる頃に、「エッグビルの成立可能性は無くなった」と間接的に話してくれた。エッグ

（The Humane Society of the United States

ようとした採卵鶏の飼養管理において 2030 年までにエンリッチドケージを義務化する連邦法であった。残

念なことは、結果的にエッグビルが失敗したことで現在のケージフリーが米国採卵鶏業界の進む方向にな

月 20 日に上記調査員と

な報告書が発行されると思うが、グレゴリー氏から印象に残った

卵はケージフリーでなくても容認され、2025 年までに全米全体羽数の約

に対応するのではないか」とのことである。また、「日本の

安く卵が生産できて、輸出も可能になるのではないか」と日本採卵鶏業界へのアドバイスでもあった。も

年に売りに出ている食料品店（ケージ卵？）、つまり、「ケージ卵を販売する食料品店は、

自分の店を売るようになる」と、動物福祉団体のケージフリー広報写真
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訪問であった。過去に、UEP 訪問

イン市）会議にオブザーバー参加した。主な会議議題は「2011

卵鶏の従来型ケージ飼養禁止に関する合意」に関する説明であった。合意は

事務局長 Mr. Jean Gregory

合意である」と発言した言葉が印象に残っている。 

事務局長 Mr. Chad Gregory

ッグビル）は可決されるのか否決されるのかについて聞いた時だった。同様に印象に残った言葉は、約

時間の意見交換が終わる頃に、「エッグビルの成立可能性は無くなった」と間接的に話してくれた。エッグ

he Humane Society of the United States

年までにエンリッチドケージを義務化する連邦法であった。残

念なことは、結果的にエッグビルが失敗したことで現在のケージフリーが米国採卵鶏業界の進む方向にな

日に上記調査員と UEP

な報告書が発行されると思うが、グレゴリー氏から印象に残った

年までに全米全体羽数の約

に対応するのではないか」とのことである。また、「日本の AW

安く卵が生産できて、輸出も可能になるのではないか」と日本採卵鶏業界へのアドバイスでもあった。も

年に売りに出ている食料品店（ケージ卵？）、つまり、「ケージ卵を販売する食料品店は、

自分の店を売るようになる」と、動物福祉団体のケージフリー広報写真

 

訪問 1 回目には 2011

11 年 7 月 7日に

卵鶏の従来型ケージ飼養禁止に関する合意」に関する説明であった。合意は

Jean Gregory は「これは生き残る為に必要な業界

Mr. Chad Gregory（グレゴリー氏）

ッグビル）は可決されるのか否決されるのかについて聞いた時だった。同様に印象に残った言葉は、約
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 表 3：2025 年販売先別ケージフリー卵個数・必要羽数・比率予測

              

年販売先別ケージフリー卵個数・必要羽数・比率予測

  （出所：2017
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(6)添付資料 

1-1 寄附講座概要計画(2008 年 10 月～2011 年 3 月(講座作成) 

1-2 寄附講座概要計画(2011 年 4 月～2013 年 9 月)(講座作成） 

1-3 寄附講座概要計画(2013 年 10 月～2015 年 3 月)(講座作成） 

1-4 寄付講座概要計画(2015 年 4 月～2018 年 3 月)(講座作成) 

 

2-1 寄附講座業績集(2008 年 10 月~2011 年 3 月)(講座作成） 

2-2 寄附講座業績集(2011 年 4 月～2013 年 9 月)(講座作成） 

2-3 寄附講座業績集(2013 年 10 月～2015 年 3 月) (講座作成） 


